
“つながり”で創る 賑わいと豊かさを 実感できるまち

１２月１日、吾妻町で行われた、
第１３回雲仙市産業まつりの様子（詳細はＰ７）
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
「
令
和
」
と
し
て
初

め
て
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
新
天
皇
陛
下
が
御
即

位
さ
れ
、
新
元
号
「
令
和
」
と
し
て

の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
時
代
に
お
い
て
も

本
市
が
発
展
し
続
け
る
た
め
、
第
２

次
雲
仙
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像

「〝
つ
な
が
り
〞で
創
る
賑
わ
い
と
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
市

の
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
住

宅
取
得
の
助
成
を
延
長
し
た
こ
と
に

加
え
、
出
会
い
の
場
を
確
保
す
る
婚

活
支
援
や
、
新
婚
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
結
婚
奨
励
金
と
結
婚

新
生
活
支
援
補
助
金
の
創
設
、
お
む

つ
や
粉
ミ
ル
ク
等
の
育
児
用
品
購
入

費
用
の
助
成
な
ど
、
出
会
い
か
ら
結

婚
、
子
育
て
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
う
た
め
の
「
新
・
子
育
て

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
開
始
い
た
し

年頭のごあいさつ

確かな一歩を踏み出す!
雲仙市長

金澤 秀三郎
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ま
し
た
。

　

農
業
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
の
農
林
水
産
業
を
持
続

可
能
な
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め

の
指
針
と
な
る
農
林
水
産
業
振
興
計

画
（
後
期
対
策
）
の
作
成
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

６
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
県
営
農

地
整
備
事
業
の
う
ち
、
桃
山
田
地
区

と
宮
田
地
区
に
お
い
て
区
画
整
理
の

工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
お
よ
び
商
工
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
雲
仙
温
泉
の
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
を
目
指
し
た
観
光
戦

略
の
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

小
浜
温
泉
を
中
心
と
し
た
地
域
の
市

街
地
活
性
化
に
向
け
た
「
地
域
ま
ち

な
か
活
性
化
・
魅
力
創
出
支
援
事
業
」、

国
見
町
多
比
良
地
区
お
よ
び
神
代
地

区
の
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
「
ま

ち
な
か
再
生
支
援
事
業
」
へ
の
取
り

組
み
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
の
早

期
全
線
開
通
、
愛
野
・
小
浜
バ
イ
パ

ス
の
早
期
事
業
化
と
国
道
57
号
の
機

能
強
化
に
向
け
、
県
選
出
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
並
び
に
財
務
省
な

ど
に
対
し
、
市
議
会
の
皆
様
を
は
じ

め
各
関
係
機
関
と
連
携
し
た
要
望
活

動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
11

月
に
は
、
本
市
に
お
い
て
島
原
半

島
３
市
と
諫
早
市
に
よ
る
地
域
高
規

格
道
路
「
島
原
道
路
」
建
設
促
進
大

会
を
開
催
し
、
早
期
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　

庁
舎
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
流
と
賑
わ
い
を
創
出
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
で
あ
る
、

「
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
愛

野
総
合
支
所
に
お
い
て
、
年
末
年
始

を
除
く
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
に
、

住
民
票
謄
抄
本
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
抄
本
を
発
行
す
る
窓
口
業
務
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催
の
ほ

か
「
市
民
の
つ
ど
い
・
世
代
・
地
域

を
超
え
た
和
と
き
ず
な
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
第
６
回
市
民
運
動
会

を
開
催
し
、
幅
広
い
世
代
の
皆
様
の

相
互
の
連
携
と
一
体
感
の
醸
成
を
図

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

が
発
生
し
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り

ま
し
た
。

　

農
業
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
の
農
林
水
産
業
を
持
続

可
能
な
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め

の
指
針
と
な
る
農
林
水
産
業
振
興
計

画
（
後
期
対
策
）
の
作
成
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

６
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
県
営
農

地
整
備
事
業
の
う
ち
、
桃
山
田
地
区

と
宮
田
地
区
に
お
い
て
区
画
整
理
の

工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
お
よ
び
商
工
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
雲
仙
温
泉
の
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
を
目
指
し
た
観
光
戦

略
の
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

小
浜
温
泉
を
中
心
と
し
た
地
域
の
市

街
地
活
性
化
に
向
け
た
「
地
域
ま
ち

な
か
活
性
化
・
魅
力
創
出
支
援
事
業
」、

国
見
町
多
比
良
地
区
お
よ
び
神
代
地

区
の
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
「
ま

ち
な
か
再
生
支
援
事
業
」
へ
の
取
り

組
み
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
の
早

期
全
線
開
通
、
愛
野
・
小
浜
バ
イ
パ

ス
の
早
期
事
業
化
と
国
道
57
号
の
機

能
強
化
に
向
け
、
県
選
出
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
並
び
に
財
務
省
な

ど
に
対
し
、
市
議
会
の
皆
様
を
は
じ

め
各
関
係
機
関
と
連
携
し
た
要
望
活

動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
11

月
に
は
、
本
市
に
お
い
て
島
原
半

島
３
市
と
諫
早
市
に
よ
る
地
域
高
規

格
道
路
「
島
原
道
路
」
建
設
促
進
大

会
を
開
催
し
、
早
期
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　

庁
舎
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
流
と
賑
わ
い
を
創
出
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
で
あ
る
、

「
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
愛

野
総
合
支
所
に
お
い
て
、
年
末
年
始

を
除
く
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
に
、

住
民
票
謄
抄
本
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
抄
本
を
発
行
す
る
窓
口
業
務
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催
の
ほ

か
「
市
民
の
つ
ど
い
・
世
代
・
地
域

を
超
え
た
和
と
き
ず
な
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
第
６
回
市
民
運
動
会

を
開
催
し
、
幅
広
い
世
代
の
皆
様
の

相
互
の
連
携
と
一
体
感
の
醸
成
を
図

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

が
発
生
し
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
５
月
に
は
県
と
島
原
半
島
３

市
主
催
に
よ
る
長
崎
県
総
合
防
災
訓

練
、
10
月
に
は
市
主
催
の
防
災
訓
練

を
開
催
し
、
様
々
な
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
有

資
格
者
を
危
機
管
理
専
門
員
と
し
て

配
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
政
15
年
目
と
な
る
本

年
、
雲
仙
市
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
礎
と
し
て
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す

人
口
減
少
問
題
に
対
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
策
や
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
農
業
基
盤
整
備

や
観
光
施
策
の
再
構
築
な
ど
に
も
着

手
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

ソ
フ
ト
事
業
の
確
実
な
推
進
を
図

り
、
特
に
、
産
業
分
野
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
最
終
段
階
を
迎
え
る

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
（
仮

称
）
新
小
浜
体
育
館
お
よ
び
（
仮
称
）

新
瑞
穂
総
合
支
所
の
建
設
工
事
の
発

注
、
ま
た
、
小
浜
総
合
支
所
の
基
本

構
想
の
策
定
に
向
け
た
検
討
な
ど
、

市
民
の
皆
様
の
拠
点
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
も
、
市
長
就
任
か
ら
早
い
も
の

で
７
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、

２
期
目
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
７
年
間
、
自
治
会
長

会
議
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
総
会
や

会
合
な
ど
に
積
極
的
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
考
え
や
お
気

づ
き
の
こ
と
を
拝
聴
す
る
中
で
、
市

民
満
足
度
を
高
め
る
多
く
の
施
策
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
雲
仙

市
の
未
来
が
確
か
な
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
市

政
運
営
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
さ
ら
な
る
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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ニュースうんぜん
100回目のハッピーバースデー♪令和元年雲仙市表彰式

　12月15日、愛の夢未来センターにおいて令和元年雲仙市表彰式を行いました。各分野で特に功労並びに功
績があった個人49名・5団体に表彰状と記念品を授与しました。各被表彰者は下記のとおりです。（敬称略）

【徳行功労】
藤野　收（諫早市）

【地方自治功労】
中村　聖三（長崎市）

【社会福祉功労】
佐藤　忠壽（国見町）
前田　晴男（瑞穂町）
石田　みを（国見町）
茂　和夫（南串山町）
山口　照男（瑞穂町）
加藤　靖子（南串山町）
野田　信弘（吾妻町）
本田　修一（小浜町）
嶺　博明（吾妻町）
松平　泉（吾妻町）
竹田　正美（瑞穂町）
田口　加代子（吾妻町）
吉岡　勝己（千々石町）
中村　時子（小浜町）
井上　映子（小浜町）
熊﨑　正一（吾妻町）
林田　秀美（千々石町）

【社会福祉功労】
田中　奈壽子（小浜町）
平野　美也子（愛野町）
柴田　ひろみ（愛野町）
山崎　真由美（吾妻町）
金澤　秀司（小浜町）
松尾　美千子（千々石町）
宮崎　一憲（小浜町）
松永　千穗子（南串山町）

【産業功労】
島原雲仙農協雲仙ブロッコリー部会（吾妻町）
田中　一喜・将太（千々石町）
八斗木土地改良区（国見町）
株式会社　天洋丸（南串山町）
篠塚　恒幸（南串山町）
池田　健太（愛野町）

【教育文化功労】
町田　修一（千々石町）
貝原　幸三（小浜町）

【保健・環境功労】
山口　陽子（愛野町）
雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部（瑞穂町）
彌富　眞佐子（吾妻町）

【消防・防災・交通安全・防犯功労】
本多　重忠（吾妻町）
村上　義輝（国見町）

【特別賞】
岩永　健太郎（吾妻町）
吉武　まひろ（国見町）
内野　杏美（国見町）
岑　やえと（国見町）
田中　数馬（愛野町）
仁禮　海斗（吾妻町）
松尾　和斗（愛野町）
東　慎之助（瑞穂町）
本多　宗一郎（吾妻町）
𠮷田　武蔵（愛野町）
松尾　悠一郎（国見町）
山中　勝眞（千々石町）
内野　結心（国見町）
小浜ちゃんぽん愛好会（小浜町）

お め で と う
ご ざ い ま す
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夫婦で共に歩んでこられた50年　金婚おめでとうございます

最優秀賞「グローバルな学校を目指して」　本多 満世留《瑞穂中２年》
優秀賞　「みんなでだれかのために」　野﨑 奏衣《千々石中２年》

　令和元年度ながさき農林業大賞において、野菜部門
で、田中一喜様・将太様が「農林水産大臣賞・長崎県知事
賞」を受賞されました。
　今回の受賞は、地域の特性を活かした先進的な農林業
を展開され、成果を上げられていることに対し、高い評
価を受けたもので、ご受賞誠におめでとうございます。

ながさき農林業大賞を受賞されました
　令和元年度第58回
農林水産祭園芸部門
において、島原雲仙農
協 雲仙ブロッコリー
部会様が、天皇杯を受
賞されました。
　専業農家で組織さ

れた部会活動における作業効率化と規模拡大へ
の取り組みで高品質・安定出荷を実現されたこ
と、また、後継者育成を進めてきた点、更に地域内
外への普及性と今後の発展性も評価を受け、天皇
杯を受賞されました。ご受賞誠におめでとうござ
います。

農林水産祭において天皇杯を受賞されました

国見町・瑞穂町・愛野町・千々石町 吾妻町・小浜町・南串山町

　12月7日、愛の夢未来センターにおいて、第14回雲仙市少年の主張大会が開催され、市内の小・中学生14人
が自分の思いを主張しました。学校や家庭生活で感じたこと、将来へ
の夢や希望、社会に対しての提言など、聴衆の皆さんへそれぞれの思
いを訴えかけました。受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

雲仙市少年の主張大会が開催されました!

　令和元年度雲仙市金婚祝賀式が11月16日、愛の夢未来センターで行われました。
　本年度は45組の金婚夫婦から申込みがあり、祝賀式には28組が出席されました。式典では、金澤市長が式辞を述べ、祝賀状と
記念品を贈呈させていただきました。出席された金婚夫婦を代表して、宅島壽雄様・トキ子様（小浜町）が謝辞を述べられました。
　式典終了後、琉球國祭り太鼓 長崎支部の皆様からお祝いの太鼓が披露され、最後に金婚夫婦の集合写真撮影で終了しま
した。
　50年という長い年月は、言葉で言い尽くせない、たくさんの喜びやご苦労を、夫婦で分かち合ってこられたことと存じます。
これからも健康に留意され、お二人で末永く、仲睦まじく、お元気でお過ごしいただくことを、心からお祈りいたします。

中学生の部

最優秀賞「あいさつから始まる笑顔」　中島 晃永《愛野小６年》
優秀賞　「夢の先」　朝永 将仁《大塚小６年》小学生の部
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「栄養関係功労者厚生労働大臣表彰」を受賞

　雲仙市食生活改善推進員連絡協議会の山口陽子様と瑞
穂支部が、「令和元年度栄養関係功労者厚生労働大臣表
彰」を受賞され、11月20日に市長に報告を行いました。
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、子どもや
子育て中の母親など若い世代からの食習慣と食事バラン
スの大切さや、高血圧などの生活習慣病予防のため塩分
濃度計を使用した減塩活動に取り組まれるなど、生涯を
通じた市民の健康づくりを「食」の分野から推進している
活動が認められ、今回の受賞となりました。

法務大臣表彰を受賞されました
　人権擁護委員の宮崎一憲氏（小浜町）が、多年にわ
たる職務上の功績が顕著であったとして法務大臣
表彰を受けられました。
　また、松永千穗子氏（南串山町）が多年にわたる保
護司活動に尽力された功労により法務大臣表彰を
受けられました。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。

第70回長崎県民体育大会結果
　11月9日・10日、県央地区を中心に県下各地におい
て第70回長崎県民体育大会が開催されました。雲仙市
は18競技に481人が出場し、熱戦を繰り広げました。
　第3位までに入賞された選手の皆さんを紹介します。
（敬称略）

100回目のハッピーバースデー♪

　国見町にお住まいの鈴木イワさんが100歳を迎
えられました。
　鈴木さんの長生きの秘訣は「なんでも好き嫌いな
くごはんを美味しく食べること」だそうです♪
　どうぞこれからも健康で長生きされて、幸せにお
過ごしください。

第7回九州連合ホルスタイン共進会が開催されました
　11月2日、宮崎県都城地域家畜市場において「第7回九州連合
ホルスタイン共進会」が開催されました。この会は、九州・沖縄
各県の乳用牛の改良水準を見極め、今後の改良上の参考とする
とともに、来年度の全日本共進会に向けて基盤体制を整える目
的で開催された品評会です。
　雲仙市内からは、県大会を勝ち抜いた宮本貞臣さん（㈱Ｓ．
Ｔ．Ｍ．ＨＯＬＳＴＥＩＮ・瑞穂町）の経産雌牛1頭が第９部（経
産牛36月以上42月未満）に出品され、部門の最高賞である「名
誉賞首席」を受賞しました。

競　技　名
レスリング

卓　球

サッカー
弓　道

ソフトテニス
ソフトボール

種　　　目順　位
優　勝

第３位

順　位

優　勝

準優勝

第３位

個　人

団　体

競　技　名
陸上

レスリング

水　泳
陸　上

レスリング

水　泳
陸　上

男子団体
一般女子
ベテラン男子
30歳以上の部
成年男子団体（近的）
成年男子
成年女子一般ＳＰ

男子45～49歳 砲丸投げ
60ｋｇ級
84ｋｇ級
40歳代女子50ｍバタフライ
男子60歳以上 5,000ｍ
66ｋｇ級
74ｋｇ級
84ｋｇ級
40歳代女子50ｍ平泳ぎ
女子40～49歳 砲丸投げ

種　　　目 選　手　名
田口　千早
小林　哲也
関　祐輔
梅津　由理
高原　信彦
織田　勝也
樫澤　誠也
渡辺　悠生
梅津　由理
林田　美香

けいさんめすうし

宮本さんとライブリー スポツテイー ブロウ号
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第13回雲仙市民音楽祭が開催されました

第13回雲仙市産業まつりが開催されました

　11月24日、愛の夢未来センターにおいて「第13回雲仙市民音楽祭」が開催されました。11月4日にオープン
したばかりの愛の夢未来センターで初となる市民音楽祭を、コーラスや舞踊、ダンス、楽器演奏など全21団体
約240人のパフォーマンスが彩りました。最後には「雲仙市の歌」を会場一体となって合唱しました。

　12月1日、吾妻町のJA全農ながさき県南家畜市場において「第13回雲仙市産業まつり」が開催されました。
雲仙市内から約90店の参加があり、生産者の方々の思いのこもった商品が多数出品されました。多くの皆さ
んが、雲仙市の「食」の魅力を堪能し、会場は賑わいに溢れていました。

愛の夢未来センター開館記念こけら落とし公演 雲仙太鼓まつりが開催されました

　11月30日、愛の夢未来センター開館記念公演、宝くじ助成事業「雲仙太鼓まつり」が開催されました。
　北串保育園によるオープニングでスタートした本公演は、琉球國祭り太鼓、吾魂、瑞宝太鼓による太鼓演奏
と石見神楽による伝統芸能「大蛇」へと続き、最後は各団体によるコラボ演奏が披露されました。

16年連続出場の全国大会で銀賞受賞！
　11月24日、大阪城ホールにおいて開催された「第
32回全日本マーチングコンテスト」に九州代表とし
て出場した小浜中学校吹奏楽部が「銀賞」を受賞され
ました。
　同吹奏楽部は今回で16年連続の全国大会出場を果
たされ、大会当日は、全国各地から25団体の精鋭が出
場する中、出場校の中で最も部員数の少ない28人で
の出場でありながら、力強い堂々とした演技と美しい
演奏を披露されました。
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島原半島ユネスコ世界ジオパーク
災害を伝え続ける狛犬 ―布津町・熊野神社―

こまいぬ

つな
ごう!未来へ
GEO
PARKS
GEO
PARKS

　神社に行くと狛犬が出迎えてくれます。狛犬は、拝殿に向かって右側にある、口を開いて吠えているものを
「獅子」、左側にある、口を閉じて角が生えているものを「狛犬」と呼び、通常はこの2体をあわせて「狛犬」と言い
ます。狛犬は邪気からご神体を守る役目があるとされていますが、布津町の熊野神社にある狛犬は、ご神体を
守るだけでなく、大切なことを私たちに伝え続けています。
　1792年に発生した「寛政噴火」では、地震によって崩壊した眉山の土砂が海に突っ込み、津波が発生しまし
た。この津波がどこまで駆け上ってきたのかを示した「大変後島原絵図」（島原市本光寺常盤資料館所蔵）によ
れば、布津周辺は標高50m以上の場所にまで津波が押し寄せたとされています。これは、寛政噴火で生じた津

波が駆け上った標高としては最も高い値です。
　熊野神社の狛犬は、貝崎名の井上市兵衛氏によって、1735年に神社
に奉納されました。その57年後、この狛犬は神社を襲った津波に遭遇し
ますが、それでも流されることなくここに留まったそうです。つまりこ
の狛犬は、最も高い場所まで津波が駆け上った布津町周辺で、どこまで
津波が駆け上ってきたのかを、私たちに直接教えてくれているのです。
　今年の正月は、ご神体を守り、過去の大災害を伝え続けている狛犬
に、会いに行ってみませんか？

第38回 「ジオ空教室」開催！
ぞら

島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、その道のプロが毎回たのしく紹介します。
ふるってご参加ください！
【日　　時】1月19日（日）　午前10時～正午（受付：午前9時30分～）　【定　員】20名
【集合場所】「ほっとふっと105」蒸し釜前（雲仙市小浜町北本町）　【参加費】500円（施設使用料、飲食代含む）　
【講　　師】山東　晃大 氏（京都大学経済研究所　先端政策分析研究センター　研究員）
【題　　目】「小浜の塩」を通して地球の環境を考える　
【内　　容】ジオパークの恵みを活かして造られている「小浜の塩」。小浜の街を巡り、その歴史や魅力に迫ります。
【締　　切】1月15日（水）まで
【申込・問】島原半島ジオパーク協議会事務局　☎0957-65-5540/info@unzen-geopark.jp

写真　南島原市布津町・熊野神社にあ
る狛犬。見落としてしまいそうな程、
小さくて可愛い狛犬です。

雲仙市国際交流団体派遣事業参加団体募集！
派遣期間：令和2年3月25日（水）～28日（土） 3泊4日
募集団体：1団体程度 ※派遣団体につきましては、予算の範囲内において申込書類等に基づき雲仙市が選定いたします。
対象団体：①雲仙市に居住する者又は勤務する者で構成され、雲仙市を中心に活動を行っている構成員5人以上
　　　　　 15人以下の団体。
　　　　  ②研修事業実施について、公的機関等から補助金等の交付を受けていない団体。
　　　　  ③雲仙市税の未納がない団体
内　　容：○求礼郡内の視察　○韓国文化体験（例：サンシュユ花祭り、押し花作り体験、草木染体験）
　　　　 ○求礼郡の地域住民との交流　※内容は変更する場合があります。
参加費用：派遣費用の約1/3を自己負担とし、残額（派遣費用の約2/3）を雲仙市が負担（助成）します。
※なお、次の費用は全額自己負担とします。
　【パスポート取得諸費用、食事代、超過手荷物運搬料金、電話代等その他個人費用等】
申込方法：雲仙市国際交流団体派遣事業参加申込書（雲仙市ホームページ掲載分または観光物産課及び各総合支所窓口
に設置分）に必要事項を記載し、観光物産課または各総合支所窓口に提出してください。
申込締切：令和2年1月17日（金）

問　観光物産課　☎0957-38-3111
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受動喫煙は、他人の喫煙によりタバコから発生した煙にさらされることで、
がんや呼吸器の病気などの深刻な健康被害のリスクをもたらします。
今回行われた法改正により、段階的に以下のとおり変更されますのでお知らせいたします。

①望まない受動喫煙による健康影響をなくす目的
　受動喫煙を望まない人が、屋内で受動喫煙にさらされるような状況をなくします
②受動喫煙による健康影響が大きい子ども、病気の人などに特に配慮
　20歳未満の人や病気の人が主に利用する施設や、屋外について受動喫煙対策をいっそ
　う徹底します
③施設の類型・場所ごとに対策
　利用者の違いや受動喫煙による健康影響の程度に応じ、場所ごとに異なる喫煙ルール
　を定め、喫煙室には標識の掲示を義務づけます

健康うんぜん２１健康うんぜん２１健康うんぜん２１
【キラッと健康 ! 応援プロジェクト】
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2020年は  オリンピックイヤー ・・・
健康増進法が改正され、
受動喫煙防止が強化されます!

（令和2年 4月1日 全面施行 ）

★　改正のポイント　★

禁
煙

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
の
目
標

【屋外に喫煙場所設置可】

学校・病院・行政機関

【喫煙専用室のみ喫煙可】

20歳未満は、喫煙場所、喫煙専用室に立入禁止

※小規模店には例外規定あり

事務所、工場、ホテル、鉄道
飲食店

敷地内禁煙

原則
室内禁煙

（すでに令和元年7月から施行済）

 令和2年4月1日から全面施行されます

ルールマナー から

・今まで喫煙できた場所が、禁煙になる可能性があります。
 たばこを吸う時は、喫煙できる場所かどうか確認しましょう。
・周りの人に受動喫煙の害が及ばないように配慮しましょう。

【タバコを吸う人へ】



実施日

■ 検診の日程と内容
健(検)診種類 対象者 料　金町

小
浜

吾
妻

南本町
公民館

吾妻町
ふるさと
会　館

受付時間 会　場

乳がん検診
（マンモグラフィ）

骨粗しょう症検診

500円※2

300円

40歳以上の女性

40～70歳の
5歳ごとの女性

子宮がん検診 300円※120歳以上の女性

※70歳以上の方、生活保護の方（確認書が必要）は、無料です。
※1：平成31年4月1日現在で20歳の方は、無料クーポン券対象者
※2：平成31年4月1日現在で40歳の方は、無料クーポン券対象者

詳しくは、世帯配布の
「雲仙市健（検）診のお知らせ」または、
市ホームページをご覧下さい。

★千々石教室：1月16日（木）千々石保健センター
★南串山教室：1月22日（水）南串山保健福祉センター
★瑞穂教室：2月5日（水）瑞穂町公民館

血圧教室のお知らせ

※全ての教室において、開催時間は
午後1時30分～３時です。（受付は午後１時から）
「知っておきたい血圧の話」と題して、“そもそも血圧って何？”
といった素朴な疑問を解決したり、ご家庭のみそ汁の
塩分測定、味覚チェックなども実施します。

参加費は無料です。

内容は同じですので、
お近くの教室にお越し
下さい。
事前の申込みが
必要です。

問　健康づくり課
☎0957-36-2500

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
　肺炎球菌予防接種は、肺炎の発症や重症化予防に有効です。雲仙市では、過去に、高齢者肺炎球菌ワクチンの予
防接種を受けられたことのない方に接種にかかる費用の一部を助成しています。接種を受ける前には必ず申請が
必要です。また、申請時には印鑑が必要です。（代理申請可）
※今年度65歳になられる方は4月上旬に通知書を送付しています。紛失や転入された方は、再度通知書を発行しますので、お
問い合わせ下さい。

・集団検診は予約不要です。ご都合の良い日時・会場で受診できます。　
・特定健診やその他がん検診など、まだお済みでない方は、医療機関で個別健(検)診を受診してください。
  【健(検)診受診期間は、令和2年2月29日までです。】

婦人がん集団健診 最後のチャンスです

2月1日

2月1日

2月2日

（土）

（土）

（日）

午前8時30分～10時30分

午後1時～3時

午前8時30分～10時30分

午後1時～3時

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

問　健康づくり課　☎0957-36-2500

自分や家族の
健康について、
一緒に学んで
みませんか？

広報うんぜん
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＜受診の際に必要なもの＞
◆健康保険証   ◆自己負担金
◆無料クーポン券（※乳がん・子宮がん検診の対象者のみ）

※定期予防接種を県外で受けた場合、費用の助成を受ける事が出来ます。ただし、事前の手続きが必要です。

令和2年2月29日（土）まで
令和2年3月31日（火）まで
5,000円（接種時に医療機関にお支払い下さい）
※生活保護受給者は無料ですが確認書が必要です。
・健康づくり課（千々石町）・総合窓口課（吾妻町）
・各総合支所地域振興課
・県内の接種可能な医療機関（接種前に医療機関に確認して下さい）

雲仙市に住所を有し、過去に一度も肺炎球菌予防接種を受けた事がない方で下記のいずれかに該当する方
①令和2年3月31日時点で65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
※なお①、②いずれも過去に23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンの接種を受けた事がない方

対象者

申請期間
接種期間

自己負担額

申請場所

接種場所



子育て
ステーション
子育て
ステーション

保育所(園)・認定こども園
『現況届兼施設利用申込書』の提出について

雲仙市教育委員会指定
国見中学校・小浜小学校研究発表会を開催しました！

●受付期間　　1月8日（水）～1月31日（金）
●受付場所　　各保育所（園）・認定こども園
　　　　　　　※新規入所、転園希望の場合は、市各窓口に提出してください。
《認定に変更がある場合》
　認定区分または認定期間や認定理由等が4月から変更になる場合は、「現況届兼施設利用申込書」と
「支給認定変更申請書」の提出が必要です。
《転園を希望する場合》
　4月から他園へ転園をする場合は、現況届の提出は必要ありません。「施設給付費・地域型保育給付費
等 教育・保育給付認定申請書 兼 保育所等利用申込書」を提出してください。
退所届の提出も必要です。
※認定こども園を退所する場合は、退所届は認定こども園に提出してください。
ご不明な点がありましたら、子ども支援課へお気軽にご相談ください。

　雲仙市教育委員会の研究指定を受け、市内2つの学校が研究発表会を行いま
した。
　国見中学校は「気づき　考え　行動する生徒」というテーマのもと、研究を
進めてきました。その研究成果の発表会を10月31日に行いました。
　1年生社会科（世界の諸地域）・2年生保健体育科（バスケットボール）・3年生
国語科（芭蕉は何のために旅をしたのか）の授業参観や協議を行いました。

　両研究発表会ともに教職員約70名が参加しました。両校の研究成果を持ち帰り、各校の授業改善に生かすこ
とで、本市教育努力目標「豊かな心と自ら学ぶ力をはぐくむ学校教育の実現」が期待されます。

　小浜小学校は「考えることや学び合うことを楽しみ、確かな
学力を身に付けた児童の育成」というテーマのもと、算数科の
研究を進めてきました。その研究成果の発表会を11月8日に
行いました。
　2年生「新しい計算を考えよう」（かけ算１）・6年生「比例を
くわしく調べよう」（比例と反比例）の授業参観や協議を行い
ました。

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

広報うんぜん
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　現在、市内の保育所(園)・認定こども園を利用しており、令和２年度も引き続き利用を希望さ
れる場合は、『現況届兼施設利用申込書』の提出が必要です。
　手続きに必要な書類につきましては、対象となる世帯に直接送付しますので、必要事項をご
記入の上、書類を揃えて期間中に提出してください。



スクールサポーター募集
○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、
　報酬とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法・・・人事課または各総合支所に備え付けの
　「嘱託職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記入の上、
　人事課または各総合支所に提出してください。
　(申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。)
　※作文試験：原稿用紙1枚（400字）の作文試験。
　※作文試験後引き続き面接試験を実施します。
◎試験日・・・令和2年1月26日（日）
　　　　　  受付時間は9時から9時20分まで　　
　場　所・・・千々石総合支所
　※今回は試験案内および受験票の事前配布は行いませんので、
　　申込書を提出した人は時間までにお越しください。

申込受付期間 1月6日(月）～22日（水）午後5時15分まで
※土・日曜、祝日を除く　※郵送する場合は申込期間内必着

スクールサポーター業務 学校教育課(☎0957-37-3113)
小・中学校における児童生徒への教育的支援
（学習支援、教育相談、読書活動の推進など）
令和2年2月1日～令和2年3月31日
月曜日～金曜日（年間210日以内）
校長が指定する時間(1日あたり5時間30分勤務)
市内小・中学校
若干名
雇用保険
作文、面接
時給　840円
・18歳以上の人で、以下のいずれかに該当する人
　①心身ともに健康な人
　②学校教育への関心が高く子どもが好きな人

業務内容

任用期間
勤 務 日
勤務時間
勤務場所
募集人員
社会保険等
選考方法
報 酬

応募資格

パパの感想 ママの感想

[ 参 加 さ れ た 方 の 感 想 ]

次回は、2月13日（木）開催です。　場所：愛野保健福祉センター　
時間：午後1時～4時(受付：午後1時～1時15分）　持参するもの：母子健康手帳
初めて出産を迎える方や、2人目3人目の方など、たくさんのご参加お待ちしています。（妊婦さんだけ、
パパだけでの参加もできます。）

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

何もかもが初めてで、わからないことばかりでしたが、妊娠中のことや産
後のことについて、実践を交えながら学ぶことができて良かったです。
まだオムツすら触ったことがなく、これからのことがとても心配でした
が、少し気持ちが楽になりました。予定日が近いパパ・ママさんとも話せ
てとても楽しかったです。
内容が充実していて、たくさんの話を聞けてよかったです。産後のイメー
ジまでできていなかったので、今から考えていきたいと思います。

・

・

・

沐浴体験や妊婦体験は、なかなかできることではないので、体験
することができて本当に良かったです。講義の中にも、たくさん
勉強になることがあり、今回参加して良かったと思いました。
家族を支える良いパパになります！！
技術的な話から心構えの話まで、すごく為になりました。
雲仙市で出産・子育てをしていけることが嬉しく、心強く
感じました。

・

・
・

パパママひろばを開催しました！
11月16日に愛野保健福祉センターで「パパママひろば」を開催しました。
当日は7人の妊婦さんと5人のパパが参加されました。
パパたちには、赤ちゃん人形を使ったお風呂の練習や、妊娠シュミレーターを着用して妊婦体験をしてい
ただきました。
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※
一
般
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
午
前
9時
～
午
後
５
時（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）　
女
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
男
性
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
６
時
～
９
時
 男
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

☎
09
5－
82
2－
47
30

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
☎
 0
12
0-
96
-7
94
7

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
☎
 0
12
0-
92
8-
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」・・
・・
・・
・・
・・
 ☎
 0
12
0-
0-
78
31
0

県
医
療
政
策
課「
小
児
救
急
で
ん
わ
相
談
」（
午
後
6時
～
午
前
8時
、日
祝
日
全
日
） ☎
＃
80
00

家
庭
・
職
場
・
人
間
関
係
な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談

☎
09
5－
82
5－
96
22

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
き
ら
り
あ

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医
 　

(診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
)

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

12
日

13
日

19
日

26
日

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

瑞
穂
町

南
島
原
市

国
見
町

南
島
原
市

国
見
町

南
島
原
市

国
見
町

南
島
原
市

ね
ぎ
歯
科
医
院

ま
つ
し
ま
歯
科
医
院（
有
家
町
）

堺
歯
科
医
院

小
嶺
歯
科
医
院（
有
家
町
）

徳
永
歯
科
医
院

有
家
ふ
る
せ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
有
家
町
）

小
嶺
歯
科
医
院

高
橋
歯
科
医
院（
西
有
家
町
）

77
-4
18
2

82
-0
60
0

78
-2
74
4

82
-3
53
5

78
-3
10
5

82
-4
18
2

78
-2
36
6

82
-8
85
2

1日 2日 3日 5日

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

末
吉
歯
科

前
川
歯
科
医
院（
西
有
家
町
）

松
本
歯
科
医
院

入
江
歯
科
医
院（
西
有
家
町
）

森
元
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

本
多
歯
科
医
院（
南
有
馬
町
）

松
井
歯
科
医
院

菅
歯
科
医
院（
南
有
馬
町
）

68
-0
15
0

82
-2
25
5

68
-3
87
2

82
-1
71
7

68
-0
01
7

85
-3
55
0

68
-0
01
1

85
-2
04
5

県
南
保
健
所
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・ 
☎
 0
95
7-
62
-3
28
9

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
相
談

一
般
相
談
窓
口

男
性
相
談
窓
口

くら
し
の
カレ
ン
ダー

くら
し
の
カレ
ン
ダー

うん
ぜ
ん

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

月1月1 日
月

火
水

木
金

土

●
午
前
の
相
談（
受
付
/午
前
9時
30
分
～
10
時
30
分
、1
月
の
対
象
/H
31
.1～
R1
.8生
）は
参
加
自
由
。

　
 午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
30
分
～
1時
45
分
）

●
の
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
～
1時
15
分
）

●
の
お
問
合
せ
は
、地
域
づ
く
り
推
進
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
の
申
込
は
前
日
ま
で
に
保
護
課（
☎
36
-2
50
0）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
の
予
約
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
38
-7
83
0）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 …
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9時
～
午
後
5時
）

医

ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ

ん（
午
後
1時
30
分
～
3

時
30
分
、愛
の
夢
未
来

セ
ン
タ
ー
）

長
田
医
院

（
瑞
穂
町
☎
77
-3
62
2）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

●
2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
(国
見
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）

●
2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
(千
々
石
保
健
セ

ン
タ
ー
）

●
3歳
児
健
康
診
査
(瑞
穂

町
公
民
館
）

●

松
本
医
院

（
愛
野
町
☎
36
-0
05
3）

木
戸
眼
科

（
小
浜
町
☎
74
-3
22
2）

行
政
相
談
(午
後
1時
～

4
時
、千
々
石
総
合
支

所
）
遺
言
・
契
約
等
法
律
相

談（
午
後
1時
～
4時
、雲

仙
市
役
所
）

● ●

2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
(瑞
穂
町
公
民
館
）

行
政
相
談
(午
前
9時
～

正
午
、国
見
総
合
支
所
、

午
後
1時
～
4時
、小
浜

総
合
支
所
、南
串
山
総

合
支
所
）

● ●

2歳
児
親
子
歯
科
健
康

診
査
(小
浜
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

●

愛
野
診
療
所

（
愛
野
町
☎
36
-0
00
9）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

行
政
相
談
(午
前
9時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
、

雲
仙
市
役
所
、愛
の
夢

未
来
セ
ン
タ
ー
）

人
権
よ
ろ
ず
相
談
(午

前
9時
～
正
午
、南
串
山

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

● ● ●

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
千
々
石

保
健
セ
ン
タ
ー
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
巡
回
相
談（
午

前
10
時
30
分
～
午
後
3時
15

分
、千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー
）

● ●

医医

医医

医医

医医

医 医医 医

成
人
の
日

愛
野
あ
り
あ
け
病
院

（
愛
野
町
☎
36
-0
15
3）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

医 医

医 医

永
吉
医
院

（
吾
妻
町
☎
38
-2
01
5）

ひ
ら
ゆ
医
院

（
小
浜
町
☎
74
-5
83
3）

●
3歳
児
健
康
診
査
(愛
野

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
3歳
児
健
康
診
査
( 国
見

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
●
3歳
児
健
康
診
査
(南
串

山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

愛
野
記
念
病
院

（
愛
野
町
☎
36
-0
01
5）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

愛
野
記
念
病
院

（
愛
野
町
☎
36
-0
01
5）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

愛
野
記
念
病
院

（
愛
野
町
☎
36
-0
01
5）

公
立
新
小
浜
病
院

（
小
浜
町
☎
74
-2
21
1）

長
崎
県
の
最
低
賃
金（
1時
間
）

厚
生
労
働
省
 長
崎
労
働
局
 賃
金
室
　
☎
09
5-
80
1-
00
33

特 定 最 低 賃 金

長
崎
県
最
低
賃
金

令
和
元
年
10
月
3日
発
効
79
0円

令
和
元
年
12
月
27
日
発
効

令
和
元
年
12
月
7日
発
効

令
和
元
年
11
月
29
日
発
効

電
子
部
分・
デ
バ
イ
ス・

電
子
回
路
、電
機
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

船
舶
製
造・
修
理
業
、

舶
用
機
関
製
造
業

は
ん
用
機
械
器
具
、

生
産
用
機
械
器
具
製
造
業

83
3円

87
5円

87
5円
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『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前9時～午後5時です。
皆さんのご応募お待ちしています。

市民
講座 UNZEN

基本の「変体仮名」や「漢字の旧字」を学習しながら、
江戸時代の文書を読み解いてみましょう。
【日　時】　1月24日（金）午後8時～10時　【対　象】　一般
【定　員】　16名　【参加費】　無料　【持参品】　筆記用具
【講　師】　久保　春香氏　生涯学習課（学芸員：日本史）
【場所・問合せ】　千々石町公民館　☎0957-37-2520
【申込期間】1月6日（月）～1月23日（木）

おしゃれな英字新聞を使って、2ℓペットボトルが２本入る丈夫な
エコバッグを作ります。ゆっくり丁寧に説明しますので、安心して
ご参加ください♪
【日　時】　1月25日（土）　午前10時～正午
【対　象】　一般　【定　員】　16名（先着順）
【講　師】　門﨑　克典氏(口加高校理科教諭)
【参加費】　100円（材料費）　【持参品】　ハサミ、筆記用具
【場　所】　ハマユリックスホール　2F大会議室
【申込先】　生涯学習課 南串山駐在　☎0957-88-3114
【申込期間】1月6日（月）～20日（月）

おしゃれな英字新聞紙エコバッグづくり教室

色鉛筆を使って、効果的な色の塗り方などを教わりながら
「大人の塗り絵」を楽しみませんか？色鉛筆の優しい色合いが、
心もほっこり温めてくれますよ♪
【日　時】　2月5日、12日、19日（各水曜 全3回）
　　　　　午後1時30分～3時30分
【対　象】　一般　【定　員】　20名（先着順）
【講　師】　塩津　茂雄氏（臨床美術士）
【費　用】　300円（下絵・額縁代等　全３回分）
【持参品】　消しゴム、お持ちの方は色鉛筆（24色以上）
【場　所】　吾妻町ふるさと会館　視聴覚室
【申込先】　生涯学習課　吾妻駐在 ☎0957-38-3108
【申込期間】 1月6日（月）～20日（月）

オトナのぬりえ教室～色がもたらす心の癒し～

超初心者のための古文書入門
～江戸時代の三行半を読む～

愛野町ならではのじゃがいも料理を3品作ります。
（メニュー）あいちゃんポテト、Ca（カル）じゃがいもっち、
　　　　　じゃがいもの味噌汁
【日　時】　1月30日（木）　午前10時～午後1時
【対　象】　一般　【定員】　20名（先着順）
【講　師】　雲仙市食生活改善推進員連絡協議会
　　　　　愛野支部の皆さん
【参加費】　300円程度（材料費）
【持参品】　エプロン、三角巾、手拭用タオル、筆記用具
【場　所】　愛の夢未来センター（調理室・和室大1・2）
【申込先】　生涯学習課　愛野駐在 ☎0957-36-0616
【申込期間】1月6日（月）～1月17日（金）

愛の料理教室
～特産品じゃがいもを使った料理～

簡単なあいさつ、自分の名前や自己紹介など日常会話で
よく使われる基本的な手話を楽しく学びます。子どもから
大人まで、初心者向けですので気軽にご参加ください♪
【日　時】　2月7日、14日（各金曜 全2回）　
　　　　　午後7時30分～9時
【対　象】　小学生～一般（但し、小学生～高校生は保護者の承諾が必要）　
【定　員】　16名（先着順）　【参加費】　無料
【持参品】　筆記用具
【講　師】　井上 光栄氏、宇土 寿美子氏(手話サークルうんぜん)
【場　所】　南串山保健福祉センター（多目的集会室）
【申込先】　生涯学習課 南串山駐在 ☎0957-88-3114
【申込期間】1月6日(月)～1月31日（金）

気楽に楽しい！プチ手話教室
体験してみませんか？

ヨサコイを踊ります。初心者、親子参加大歓迎です。
寒さを吹っ飛ばして楽しく踊りましょう。
最終日にはミニ発表会を開きます。
【日　時】　2月8日、15日、22日、29日（各土曜 全4回）　
　　　　　午後1時30分～3時30分
【対　象】　一般　【定　員】　20名（先着順）
【講　師】　山口　将武氏　（愛やぁ連）　【参加費】　無料
【持参品】　飲み物（水分補給用）、タオル、体育館シューズ
【場　所】　愛の夢未来センター（大ホール、リハーサル室）
【申込先】　生涯学習課　愛野駐在 ☎0957-36-0616
【申込期間】1月6日（月）～20日（月）

体験!! 愛のヨサコイ教室

長崎県民スポーツ・レクリエーション祭2019「雲仙アヅマクロス大会」結果
　長崎県レクリエーション協会主催（主管：雲仙アヅマクロス協会）の標記イベントが11月24日、雲仙市
瑞穂体育館で開催され、小学生から大人まで、総勢約70名が参加し、にぎやかに試合が行われました。主
な試合の結果は次のとおりです。

優　勝　メガネズ
準優勝　林田家
第３位　TEAM八斗木

優　勝　brass SR
準優勝　神代アヅマクロス部
第３位　ちにとも

優　勝　鳳瑞丸
準優勝　キド・キド
第３位　てんま

＜一般の部＞ ＜小学生の部＞ ＜ファミリーの部＞



　「おはなしの会くれよん」（吾妻町：代表　前田
美惠子さん）が、令和元年度長崎県公共図書館等
協議会表彰を受賞されました。
　「おはなしの会くれよん」は平成12年3月1日
に結成され、「子ども達や地域の皆さんの笑顔が
元気の源」を合言葉に、これまで吾妻町を中心と
して絵本や紙芝居の読み聞かせなどのボラン
ティア活動に取り組んでこられました。さらな
るご活躍を期待いたします。

【日時】2月1日（土）午後1時開場　午後1時30分開演
　　　※本の紹介もあります
【場所】国見町文化会館まほろば　多目的ホール
　　　入場無料・申込不要です。

2月15日（土）
・午前9時45分～10時　　  オープニング　国見中学校吹奏楽部　演奏
・午前10時～11時30分　　回転木馬おはなし会（参加無料・申込不要）
・午後1時30分～3時30分　「ジオのおはなしとワークショップ～水とあそぼ！～」
　　　　　　　　　　　　　講師：島原半島ジオパーク専門員　森本拓先生
　　　　　　　　　　　　　（参加無料・要申込）
・午後2時～3時30分　読書感想文発表会（会場：愛の夢未来センター）

2月16日（日）
・正午～午後5時　ダンボール迷路（参加無料・申込不要）

詳細は図書館だより1月号、またはポスターをご覧ください。
主催：雲仙市教育委員会　雲仙市図書館/国見町文化会館 問　雲仙市図書館　☎0957-78-3977

雲仙市図書館からのお知らせ

●ブックリサイクル
2月15日（土）　午後1時～6時(雑誌のみ)
2月16日（日）　午前10時～午後6時（本と雑誌）

●雑誌のふろくプレゼント
2月15日（土）　午前10時～午後6時
2月16日（日）　午前10時～午後6時
※ふろくがなくなりしだい終了となります。
※1月4日（土）～2月14日（金）、雲仙市図書館で
　本を借りた方に抽選券を配布します。

≪第15回　雲仙市としょかんまつり≫
2月15日（土）・16日（日）
場所：雲仙市図書館・国見町文化会館
　　（「読書感想文発表会」は愛の夢未来センター）

≪としょかんまつりプレイベント　上映会≫
「おしりたんてい　ププッいせきからのSOS」

雲仙市図書館へあそびにおいで！

雲仙市図書館の開架・閉
架の特別整理のため、休
館いたします。
大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。
なお、他の図書室は開館
していますので、どうぞ
ご利用ください。

1月13日（月）

1月17日（金）
▼

特別休館日の
お知らせ
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令和元年度　長崎県公共図書館等協議会表彰　受賞



　講座では、自分がされてつらいと感じることは暴力であり、「殴る、蹴る」などの体への暴力
のほかにも、「悪口をいう」、「無視する」などの心への暴力、「体をさわる」、「写真を撮る」など
の性的な暴力があることを学びました。
　ＤＶ加害者は、相手を力で支配し、自分の思い通りにするために暴力を振るいます。男女交
際をするにあたっては、お互いに嫌なことは「ＮＯ」といえる対等な関係をつくることが大事
であることも学びました。
　子どもたちは、よりよい人間関係を育んでいくにはどうしたらよいか考えを深めること
ができたようです。

※ＤＶ：配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力

　男女が互いの人権を尊重する
ための正しい知識を身につけ、
※ＤＶによる深刻な被害や加害
を予防することを目的とし、Ｎ
ＰＯ法人　ＤＶ防止ながさきか
ら講師をお招きし、中学３年生
を対象として、10～11月に国見
中、吾妻中、愛野中、千々石中で
デートＤＶ防止啓発講座を実施
しました。

は
ぴ
ね
す
通
信

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

　  雲仙市
男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）
☎0957-38-3111

問

Vol.142

中学校における「デートＤＶ防止啓発講座」を実施しました

愛野中学校での講座風景

●
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
製
品
の
安
全
性

や
事
故
原
因
調
査
を
行
う
専
門
機
関

に
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、ヒ
ー

タ
ー
に
異
常
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
た
つ
布
団
に
は
格
子
状
の
焦

げ
跡
が
あ
り
、ヒ
ー
タ
ー
保
護
の
金

属
製
格
子
と
形
状
が
一
致
し
た
た

め
、布
団
と
ヒ
ー
タ
ー
が
接
触
し
発

煙
に
至
っ
た
と
の
報
告
で
し
た
。

●
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
な
ど
の
事

故
は
毎
年
十
月
ご
ろ
か
ら
増
加
し
、

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
事
故
件
数

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。原
因
は
製

品
に
起
因
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、使
用
す
る
人
の
誤
使
用
や
不
注

意
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
最
新
式
の
ど
ん
な
に
良
い
製
品
で

も
使
い
方
を
誤
れ
ば
危
険
で
す
の

で
、も
う
一
度
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
ん
だ
う
え
で
正
し
い
使
い
方
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、事
故
が
起
き
た
ら
、製
品
や

現
場
の
写
真
な
ど
状
況
を
詳
し
く
記

録
し
、販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
へ
伝
え

ま
し
ょ
う
。

くらしの情報通信 こたつ焼ける事故
～正常でも誤使用なら危険～雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830

今月のテーマ
困ったときは消費生活センターへすぐ相談!

Case- 33

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
雲
仙
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

相
談
内
容

　

こ
た
つ
に
入
っ
て
い
た

ら
焦
げ
た
臭
い
が
し
て
、中

を
見
る
と
煙
が
出
て
い
た
。

慌
て
て
電
源
を
切
り
大
事

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、目

を
離
し
て
い
た
ら
火
事
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。こ
た
つ
は
去
年
買
っ
た

も
の
で
、大
き
め
の
こ
た
つ

布
団
一
枚
を
か
け
て
使
用

し
て
い
た
が
、私
が
よ
く
座

る
位
置
の
こ
た
つ
布
団
の

内
側
二
〇
セ
ン
チ
四
方
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
た
つ
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。調
べ
て
欲

し
い
。

（
七
〇
代
、女
性
）
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謝
状
や
県
知
事
令
状
、市
か
ら
の
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

住
民
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
疲
れ
様
で
し

た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
領
者

　
国
見
町

▼
石
田 

み
を
▼
太
田 

正
剛
▼
吉
田 

文
子
▼
吉
田 

正
昭
▼
鈴
木 

茂
光
▼
桑

田 

博
文

　
瑞
穂
町

▼
神
﨑 

良
次
▼
島
田 

正
德
▼
宮
﨑 

健

司
▼
竹
田 

正
美
▼
前
田 

晴
男
▼
山
口 

照
男
▼
松
本 

え
み
子
▼
鈴
木 

カ
ク
子

　
吾
妻
町

▼
村
山 

芳
和
▼
平
田 

亨
▼
前
田 

末

広
▼
荒
平 

隆
▼
山
崎 

真
由
美

　
愛
野
町

▼
小
無
田 

公
子
▼
大
久
保 

良
子

　
千
々
石
町

▼
前
車 

次
雄
▼
佐
藤 

純
一
▼
林
田 

洋
▼
松
尾 

美
千
子
▼
山
口 

洋
子

　
小
浜
町

▼
田
中 

邦
子
▼
森 

博
▼
三
好 

範
子

▼
草
野 

明
子
▼
森
田 

元
夫
▼
荒
木 

昭
久
▼
荒
木 

勇
治
▼
野
口 

邦
夫
▼
出

口 

秀
昭
▼
松
永 

東
一
▼
松
島 

民
廣

▼
田
中 

信
子

　
南
串
山
町

▼
大
石 

親
德
▼
志
方 

敏
一
▼
森
重 

敏
勝
▼
菅  

文
子

県
知
事
感
謝
状
受
領
者

　
愛
野
町

▼
織
田 

正
一
▼
安
藤 

良
子

吉(

北
湯
ノ
崎・南
湯
ノ
崎・新
湯
ノ
崎・

マ
リ
ー
ナ)

▼
荒
木 

準
子(

山
ノ
上)

▼

佐
藤 

忠
隆(

小
浜
病
院
・
脇
浜
・
上
脇)

▼
吉
田 

優
生(

道
前・鬢
串)

▼
伊
德 

英

雄(

日
当
・
蔭
平)

▼
荒
木 

憲
治(

新
町
・

上
須
賀・中
須
賀)

▼
元
村 

幸
一(

下
須

賀
・
小
田
崎
・
林
ノ
内)

▼
金
澤 

秀
司

(

小
田
山
・
大
木
場)

▼
濵
田  

悟(

小
地

獄)

▼
荒
木 

冨
子(

新
湯)

▼
福
田 

由
美

(

寺
ノ
馬
場)

▼
加
藤 

由
美(

古
湯
・
別

所)

▼
德
永 

八
千
代(

浜
口
・
浜
・
野
中)

▼
本
田 

修
一(

下
木
場・上
木
場・目
付

石)

▼
笹
田 

ミ
サ
子(

大
亀・小
野
河
内)

▼
菅 

雄
一(

上
区・中
区)

▼
田
中 

奈
壽

子(

下
区
・
原
区
・
茂
尾)

▼
永
江 

祥
三

(

菜
切・清
水・上
方・浜
方)

▼
馬
場 

博

(

影
平
・
上
光
手
・
下
光
手)

▼
草
野 

興

子 (

小
浜
町
全
地
区)

▼
田
中 

省
三 

(

小
浜
町
全
地
区)

　
南
串
山
町

▼
茂 

和
夫(

鬼
池)

▼
三
宅 

淳
子(

白

頭
・
板
引)

▼
宮
木 

記
子(

門
山
・
樫
峰)

▼
宮
田 

郁
男(

加
例
川・井
手
ノ
上・日

原)

▼
加
藤 

靖
子(

上
大
良
・
妙
見
・
椎

木
川)

▼
永
吉 

和
洋(

溜
水
・
新
山
・
内

平)

▼
竹
下 

秀
也(

上
木
場・西
浜)

▼
久

米 

一
晃(

水
ノ
浦)

▼
和
田 

淳
子(

田
ノ

平)

▼
井
上 

惠
子(

塚
ノ
山・中
ノ
場)

▼

柿
田 

英
敏(

坂
上
奥)

▼
井
上 

サ
ミ
ヱ

(

谷
間
川)

▼
松
山 

孝
則(

小
竹
木)

▼
酒

井 

通
子 (

南
串
山
町
全
地
区)

▼
井
上 

豊
美 (

南
串
山
町
全
地
区)

退
任
さ
れ
た
委
員
に
感
謝
状

　

今
回
の
任
期
満
了
に
伴
い
、退
任
さ

れ
た
委
員
44
人
へ
厚
生
労
働
大
臣
感

町)

▼
山
口 

豊(

有
明・サ
ン
コ
ー
ポ
ラ

ス
１
棟)

▼
安
藤 

芳
也(

本
下
・
平
和
・

八
幡
・
原)

▼
松
永 

ミ
ツ
子(

境
ノ
尾
・

新
町
・
小
無
田
・
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
２

棟)

▼
平
野 

美
也
子(

寺
ノ
尾
・
玉
垣
・

浜
口)

▼
田
中 

泰
則(

幸
町
・
田
端
・
中

島)

▼
田
中 

金
大(

桜
山・山
沢・中
野・

浜)

▼
大
石 

ス
ギ
ヨ (

愛
野
町
全
地
区)

▼
内
藤 

貴
子 (

愛
野
町
全
地
区)

　
千
々
石
町

▼
濵
西 

弘
子(

上
石
田
・
下
石
田
・
上

町
・
中
町
・
北
元
江)

▼
吉
岡 

勝
己

(

瀬
々
尾
・
中
島
・
八
ケ
島)

▼
平
山 

愼

一
郎(

犬
丸・南
元
江・日
ノ
田)

▼
島
嵜 

幸
惠(

須
ノ
崎
・
金
屋
・
釜)

▼
前
車 

吉

郎(

上
塩
浜
・
下
塩
浜
・
塩
屋)

▼
坂
中 

俊
文(

島
・
平
和
・
大
迫)

▼
岩
本 

悦
良

(

峯・中
尾・河
内・岡
東・吾
妻(

一)

・吾

妻(

二)

・平
畑)

▼
長
濱 

正
幸(

上
山
頭
、

下
山
頭
、寺
ノ
元)

▼
林
田 

房
子(

下
狩

場
・
上
野
田)

▼
西
川 

富
貴
子(

神
ノ

下
・
森
馬
・
白
津
・
野
取)

▼
林
田 

一
喜

(
桂
ノ
迫
・
飯
岳
・
高
野)

▼
城
戸 

智
香

子(

西
中
組
・
東
中
組
・
己
ノ
鍔
・
白
新

田)

▼
山
本 
清
江(
下
岳・上
岳)

▼
城
戸 

三
枝
子 (

千
々
石
町
全
地
区)

▼
林
田 

秀
美 (

千
々
石
町
全
地
区)

　
小
浜
町

▼
田
中 

喜
代
春(

木
津)
▼
宮
﨑 

ち
づ

よ(

西
小
浦・東
小
浦)

▼
田
中 
省
三(
加

美・日
見・殿
川)

▼
中
村 

悟(

下
山
領・

上
山
領)

▼
岩
永 

政
吉(

北
村)

▼
馬
塲 

敏
治(

北
野)

▼
中
村 

時
子(

平
松・羽
毛

合)

▼
井
上 

映
子(

少
路・朝
日
山)

▼
草

野 

高
裕(

西
中
・
東
中)

▼
吉
岡 

誠
一

(

宮
ノ
丁・田
ノ
中・刈
水)

▼
本
多 

伸

保 

由
美(

川
西)

▼
永
野 

良
勝(

川
東)

▼
荒
木 

誠 (

国
見
町
全
地
区)

▼
鵜
殿 

妙 (

国
見
町
全
地
区)

　
瑞
穂
町

▼
前
田 

正
善(

栗
林)

▼
橋
本 

春
代

(

東)

▼
永
田 

喜
章(

岩
戸)

▼
樫
澤 

公

昭(

西
岩
戸)

▼
駒
田 

直
行(

河
内)

▼
秋

田 

啓
二(

杉
峰)

▼
益
田 

善
之(

古
江)

▼
益
田 

克
巳(

伊
古)

▼
岩
田 

厚(

船

津)
▼
宮
﨑 

武
司(

大
川)

▼
水
元 

啓
治

(
横
田)
▼
中
山 

英
俊(

高
田
・
桑
田)

▼

岩
下 
文
子(
岡)

▼
永
田 

芳
郎(

夏
峰)

▼
前
田 
良
和 (
瑞
穂
町
全
地
区)

▼
前

田 

博
子 (

瑞
穂
町
全
地
区)

　
吾
妻
町

▼
野
田 

信
弘(

三
室
一・三
室
二)

▼
浦

川 

道
子(

三
室
三
・
三
室
四
・
岩
戸)

▼

西
本 

友
治(

平
木
場
・
西
光
寺
・
田
内

川)

▼
柴
田 

善
一(

守
山
馬
場・古
庄)
▼

兵
藤 

順
子(

萩
ノ
本・田
之
平)

▼
小
川  

博(

大
木
場・横
田)

▼
田
原 

光
則(

田
川

原・新
城)

▼
田
口 

加
代
子(

牛
口
東)

▼

佐
々
木 

智
子(

牛
口
三・牛
口
四)

▼
馬

場 

洋
子(

山
田
馬
場
・
栗
林
・
吾
妻
荘)

▼
柿
川 

諭(

柿
田・布
江)

▼
秋
山 

勝
也

(

川
床
・
牧
ノ
内)

▼
岩
本 

安
則(

黒
仁

田
・
山
田
原)

▼
北
川 

武
彦(

永
中
・
河

内)

▼
嶺 

博
明(

吹
ノ
原・大
熊
一)

▼
熊

﨑 

正
一(

大
熊
二)

▼
荒
木 

晴
子(

中
阿

母)

▼
松
平 

泉(

阿
母
崎
一・阿
母
崎
二)

▼
脇
坂 

法
義 (

吾
妻
町
全
地
区)

▼
清

水 

嘉
葉 (

吾
妻
町
全
地
区)

　
愛
野
町

▼
村
上 

春
美(

新
崎
・
川
端
・
東)

▼
山

口 

ち
ぐ
さ(

舟
津
・
迫
・
順
手(

一

部) )

▼
柴
田 

ひ
ろ
み(

順
手(

一
部)

・本

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

民
生
委
員
児
童
委
員
は
皆
さ
ん
の
立

場
に
立
っ
て
心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ

と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
の
こ
と
、学
校
の
こ
と
、介

護
の
こ
と
、経
済
的
な
こ
と
な
ど
、何

で
も
構
い
ま
せ
ん
。気
軽
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員（
再
任
含
む
）

任
期：令
和
元
年
12
月
１
日
〜
令
和
４

年
11
月
30
日（
３
年
間
）

※

担
当
地
区
が「
○
○
町
全
地
区
」の

方
は
主
任
児
童
委
員
で
す

　
国
見
町

▼
佐
藤 

忠
壽(

魚
洗
川
、百
花
台
、小
ケ

倉)

▼
荒
木 

保
子(

金
山)

▼
前
田 

民
子

(

植
松
、原
口)

▼
竹
田 

周
三(

中
高
下
、

下
高
下
、田
久
保)

▼
和
住 

友
子(

馬
場

第
一
、馬
場
第
二) 

▼
野
口 

ひ
ろ
み(

轟

木)

▼
林
田 

文
雄(

港
町)

▼
遠
藤 

家
持

(

船
津
東)

▼
下
田 

和
子(

船
津
中
央)

▼

釣
川 

義
紀(

船
津
西)

▼
酒
井 

忠
信(

八

斗
木)

▼
清
水 

喜
代
美(

宮
田)

▼
中
川 

茂
成(

篠
原
、川
原
田)

▼
太
田 

敬
子(

今

出
、尾
茂)

▼
伊
達 

英
子(

南
下
原)

▼
坂

本 

玲
子(

北
下
原
東)

▼
重
松 

明(

北
下

原
西)

▼
青
木 

正
昭(

山
ノ
上
、楠
高)

▼

香
月 

裕
純(

東
里)

▼
横
尾 

健
一(

西

里)

▼
島
田 

清
孝(

上
里
、上
古
賀)

▼
川

浪 

由
美
子(

下
古
賀)

▼
中
尾 

健(

片

田)

▼
後
藤 

美
枝
子(

小
路
、向
町)

▼
久

民
生
委
員
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員（
再
任
含
む
）と
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

問　
福
祉
課　
☎
０
９
５
７（
36
）２
５
０
０
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のお知らせ 問　福祉課
　　☎0957-36-2500

福祉

今月の手話「大丈夫（だいじょうぶ）」
～ワンポイント手話～

　誰もがお互いに尊重し、支え合い、地域社会において
安心して暮らすことができる雲仙市を目指して、雲仙市
手話言語条例が、平成31年4月1日に施行されました。

広報うんぜん音訳CDの
配布と貸出について
【音訳CDの配布】　身体障害者手帳（視覚に障害のあ
る人）をお持ちの人に無料で配布しています。ご希望
の方は福祉課までご連絡ください。
【音訳CDの貸出】　貸出期間は2週間です。福祉課・
総合窓口課・各総合支所地域振興課、雲仙市図書館お
よび各公民館図書室で貸し出しています。

通学支援事業について
　特別支援学校への通学に係る保護者の負担軽減、
児童・生徒の自立促進を目的として現在８名が利用
しています。通学時にヘルパーが付き添い、必要な支
援を行います。
　保護者の方から、「送迎のために仕事の退職を考え
ていたとき、この制度を教えて頂き大変助かってい
ます。ヘルパーさんに一緒に行ってもらえることで
安心安全に通学できているのが一番ありがたいで
す。学校・家族・福祉事業所と一体的な連携を図るこ
とが出来ました。」とのことでした。
詳しくはご相談ください。

障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」は、障がいのある
方やその家族を対象に毎月巡回相談を行っていま
す。
【日時・場所】
1月20日（月）吾妻町ふるさと会館
時間：午後１時30分～４時（予約不要・無料）

視覚に障害のある方に生活訓練への
参加PRをお願いします！
　点字教室や歩行訓練、ボランティアとの交流会な
どを行っています。マイクロバスでの無料送迎も
行っています。
　お問い合わせは雲仙市社会福祉協議会（☎
0957-36-3766）または福祉課障害班までご連絡く
ださい。
【開催日・会場】（参加費無料）
1月8日（水）愛野保健福祉センター
1月15日（水）愛野保健福祉センター　
1月22日（水）愛野保健福祉センター
※すべて、午前10時～午後2時30分

①～②

① ②

右手指先を左胸から右胸に
順に当てる。

☆表情や体の傾き・速さなどで感情の強弱を表現します☆
ア 相手に訪ねる「大丈夫？」の場合、覗き込むように前囲みで。
イ 自分の状況を伝える「大丈夫!」の場合、胸を張って。
　 「大丈夫　 」の場合、背中を少し丸め沈んだ表情で。

【解説】

知的障害を疑似体験してみませんか？
「島原市　雲仙市　南島原市　知的障害者理解啓発研修」開催のお知らせ
【自閉症や発達障害を含む知的障害のある人がどのような環境の中で生活しているのか】知的障害を疑似
体験することにより実感し、その障害とは何かを正しく理解してもらい、障害の有無に関わらず誰もが生
き生きとした生活を送ることのできる共生社会の実現を目指すため、次のとおり開催します。障がいのあ
る人もない人も参加してみませんか。

日　時：2月15日（土）　午後1時～4時30分　場所：島原市福祉センター 大ホール
内　容：講演「自閉症や発達障害を含む知的障害の疑似体験」　
　　　 意見交換「障害理解啓発について」
申込先：雲仙市手をつなぐ育成会　☎0957-77-3530　長崎県手をつなぐ育成会　☎095-846-8730
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雲仙市地域自立支援協議会　就労部会だより
（福）南高愛隣会　就労継続支援Ａ型事業所「味彩花」の紹介
　障害はあっても「働きたい」「仕事をして自立したい」などの希望やニーズに対し、ご本人に合った働き方や
仕事内容（下ごしらえ、調理、盛付け、洗浄、配達など）を一緒に考え、社員一人ひとりの個別支援計画を作成し、
働きやすい職場環境を提供しております。
　現在、34名の障がいのある方が働いており、県内のＡ型事業所の中でも高い賃金支給実績で、働く誇りを感
じ長く働ける事業所を目指しております。
　また、おいしく・安全・安心な食事をご提供するために、衛生管理方式の「ながさきＨＡＣＣＰ８」を目指し、
徹底した衛生と品質管理に務めております。

仕事内容 ： 朝食・昼食・夕食合わせて1日に約1,200食の食事の製造と配達
勤務時間 ： 午前5時30分～午後５時15分の間で8時間以内（早出・普通出・遅出の３交代制）
雇用内容 ： （週30時間以上勤務）社会保険加入、退職金共済加入（週20時間以上勤務）労働保険加入
　　　　　 各種手当有、送迎サービス・・・島原～愛野の区間

就労継続支援Ａ型事業所とは、利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう雇用し
て就労の機会を提供するとともに、その知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適切か
つ効果的に行います。一般企業との違いは、職業指導員や生活支援員が配置されていますので、個々に応
じた生き生きと働く為の支援を受けることができる事業所です。

雲仙市地域自立支援協議会 子ども支援部会だより
県南保健所より、
すまいるサポートブックの紹介
　すまいるサポートブックは、お子さんが生まれてから大人
になるまで、成長を記録できるものです。支援が必要なお子
さんに関わる方に、お子さんの特性や接し方などを知っても
らい、安全で楽しく健やかに過ごしてもらうための支援ツー
ルです。保育所、幼稚園、学校、通所施設などを利用する時に
役立ち、お子さんに関わる支援者の方と一緒に活用できま
す。ぜひご活用ください。すまいるサポートブックは、県南保
健所のホームページ（下記QRコード）からダウンロードでき
ます。

問　県南保健所　☎0957-62-3289

あじさい

問　瑞穂町古部甲1432-6　☎0957-77-3965　 FAX　0957-77-3966

島原鉄道

★

・セブンイレブン

グリーンロード

古部駅大正駅

味彩花

・パピオみずほ

雲仙市大正小学校
・

・コロニーエンタープライズ

・ローソン

国道251号線
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

問　水道課  ☎0957-38-3111

水道管の凍結にご注意ください。
　気温が氷点下を下回ると水道管が凍結しやすくなり、水
が出なくなったり破損したりすることがあります。修理に
多額の費用を要する恐れがありますので寒くなる前に水
道管の凍結対策をお願いします。
特に凍結に注意する箇所
　屋外の水道管がむき出しになっているところや北側の日
当たりの悪いところ、風当たりの強いところにあるもの。
凍結を防ぐには
　むき出しの水道管は、保温材（市販）を巻きつけて保護
し、その上からビニールテープなどを巻いて、保温材が濡
れないようにしてください。（保温材は毛布や布などで代
用できます）
水道管が破損してしまった場合は
　水道管が破損した場合は、メーターボックス内のバルブ
を閉めて水を止めてください。その後、市指定給水装置工
事事業者に修理を依頼してください。（市指定給水装置工
事事業者一覧は市ホームページに掲載しています。）
※敷地内の水道管の破損などによる修理については、所有
者の負担となります。

「雲仙市教育委員の異動」について
　任期満了により平山田鶴子委員が
退任され、後任の委員に仁禮智加子氏が
就任されました。

【新任】
　令和元年12月2日付　仁禮　智加子
【退任】
　令和元年12月1日付　平山　田鶴子

【教育委員会の構成】（括弧内は任期）   
　教育長　山野　義一
　（平成29年3月1日～令和2年2月29日）
　委員（教育長職務代理者）　前田　眞一
　（平成30年12月２日～令和4年12月1日）
　委員　中村　妙子
　（平成29年12月2日～令和２年12月1日）
　委員　森下　祐樹
　（平成29年12月2日～令和３年12月1日）
　委員　仁禮　智加子
　（令和元年12月2日～令和５年12月1日）

問　総務課　☎0957-37-3113

平成28年熊本地震災害義援金 ～募金結果報告～
　平成28年4月18日から令和元年10月16日まで募集し
ておりました『平成28年熊本地震災害義援金』につきまし
ては、2,726,899円となりました。
　皆さまからお預かりした義援金は日本赤十字社を通じ
被災地へお送りしました。たくさんの温かいご支援、誠に
ありがとうございました。 問   福祉課  ☎0957-36-2500

ご寄付のお礼
　◎雲仙市奨学資金貸付基金へ
渡邊　博子様（千々石町）
見舞返しに代えてご寄付をいただきました。ありがとうご
ざいました。　　　　　　問   総務課  ☎0957-37-3113

雲仙市監査委員が選任されました
　令和元年11月25日に開かれた雲仙市議会臨時会で、監
査委員に渡辺勝美議員を選任することに同意され、令和元
年11月26日付で選任されました。任期は、令和3年11月
19日まで。

問 監査事務局  ☎0957-38-3111

行政相談委員交代のお知らせ
　南串山地区行政相談委員の本田早苗氏が退任され、後任
の委員に山本修氏が委嘱されました。
　行政相談委員は、総務大臣の委嘱により、地域の皆さま
の身近な相談相手として、行政サービスに関する相談や行
政の仕組み、手続きに関する相談を受け付け、相談者への
助言や関係機関への通知などの業務を無報酬で行ってい
ます。
　毎月1回、各町で相談所を開設しています。秘密は固く守
られますのでお気軽にご相談ください。

問 地域づくり推進課  ☎0957-38-3111

償却資産がある人は申告しましょう
　償却資産の対象となるものを市内に所有する方は、「所
得税の確定申告や市県民税の申告」とは別に、『償却資産』
の申告が必要です。申告書や耐用年数表は、税務課又は各
総合支所地域振興課にあります

申告期限　1月31日（金）まで
申告先　　税務課又は各総合支所地域振興課（郵送でも提
出できます。）

償却資産とは
　会社や個人の事業者、農林水産業、アパート経営者など
が所有する土地・家屋以外の事業用資産で、その減価償却
費が法人税や所得税の所得計算で、損金または必要経費と
して計上されるものをいいます。

償却資産の具体例
農業/ビニールハウス、温室、籾摺機、管理機など
アパート経営/舗装、フェンス、看板など
飲食店/テーブル、厨房用品、カラオケ、冷凍冷蔵庫など
小売店/陳列台、ショーケース、自動販売機、冷蔵庫など
工場/旋盤、プレス機、溶接機、切削器具など
サービス業/理容・美容器具、洗車機、遊戯器具など

家屋を取り壊したら「家屋滅失届」の提出をしましょう
　家屋を取り壊した後、速やかに家屋滅失届を提出しない
と、固定資産税が課税されることがあります。

問 税務課  ☎0957-38-3111
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児童生徒の就学を援助します
準要保護就学援助事業
　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由でお困りの
保護者の皆さんに、学用品費、学校給食費などの費用の一
部を援助します。
援助費の内容
①学用品費など　学用品費、通学用品費、通学費、校外活動
費、修学旅行費、体育実技用具費（柔道・剣道）
②医療費　学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、
結膜炎、白せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎、
アデノイド、う歯、寄生虫病）の治療に要する費用
③学校給食費
提出書類　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する
書類の写しなどが必要です。
　申請書は、教育委員会学校教育課や生涯学習課各駐在に
備え付けてあります。雲仙市ホームページからも申請書を
ダウンロードできます。
提出期間　随時、受け付けています。

問　学校教育課　☎0957-37-3113

時間外交付サービスのご案内
　市では、｢仕事の都合などで、市役所が開いている時間に
どうしても行けない。｣という方のために、住民票や税の証
明書などの時間外交付サービスを実施しています。

利用できる交付サービス　
（平日午後７時まで、休日午前8時30分～午後7時まで）
（１）住民票
（２）所得、納税関係
（３）固定資産関係
※受け取りを希望する本庁または総合支所へ時間内（平日
午前8時30分～午後5時15分）にご連絡下さい。予約がな
いと交付できません。詳しくは市ホームページをご覧にな
るか、関係課へお問い合わせ下さい。

問　（１）総合窓口課　（２）（３）税務課　☎0957-38-3111

国民年金からのおしらせ
令和元年分公的年金等の「源泉徴収票」が送付されます！
　老齢等の年金を受給している方に、日本年金機構から
「令和元年分公的年金等の源泉徴収票」が、令和２年1月中
旬から下旬にかけて順次送付されます。
　令和元年中に受け取られた年金額や源泉徴収された金
額などをお知らせする資料であり、所得税などの確定申告
及び住民税申告の際には添付資料となりますので大切に
保管して下さい。
　ただし、障害年金や遺族年金の場合は、非課税所得のた
め源泉徴収票の送付はありません。

問　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
諫早年金事務所　☎0957-25-1662
総合窓口課　☎0957-38-3111

★国保ワンポイントアドバイス★

広報うんぜん
令和 2年1月

●23

ハローワーク諫早巡回相談が開催されます！

自立相談支援事業 しごとやくらしの
困りごとありませんか？

日　時　1月8日（水）午前10時30分～午後3時15分
場　所　雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者　ひとり親家庭のお父さん、お母さん
内　容　職業相談、職業紹介　一人45分程度
※事前に電話予約してください。

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

あなたの生活・お金・仕事に関する悩みを
解決へ向けて支援いたします。
一人で抱え込まずにまずはお電話を！

問　保護課　☎0957-36-2500

なかなか仕事が
見つからない

仕事を辞めて
家賃が払えない

家族のことで
悩んでいる

♦第三者の行為によるケガや病気（傷病）とは？
　・交通事故等によるケガ
　 （自損事故でも同乗者がいる場合は該当します）
　・不当な暴力や傷害行為によるケガ　　
　・他人が飼っている動物（ペット）によるケガ
　・外食や購入食品での食中毒
　・ゴルフやスキーなどで他人の行為によるケガ　など
♦なぜ届出が必要？
　第三者の行為でケガや病気をしたときの医療費は、加害者
が全額負担するのが原則です。
　しかし、被害者が国保を使って治療を受けた場合、本来、加
害者が支払うべき医療費（保険給付分（総医療費の7割（8割）
分）を、国保が一時的に立て替えていますので、その後、国保
が加害者本人（または加害者加入の保険会社）に立て替え分
を請求するためには、被害者からの届出が欠かせません。
♦届出がないと・・・
　加害者（または加害者加入の保険会社）へ請求ができ
ず、国保が立て替えた分を回収できなくなり、国保税など
で成り立っている国保財政の負担が大きくなります。
♦示談は慎重に！
　示談が成立してしまうと、国保が加害者へ請求すると
き影響する可能性があります。
　示談を行う前に必ず国保へ届出をして下さい。

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

「交通事故」など第三者（加害者）の行為で
ケガや病気をした時
保険証を使って治療を受けたら必ず
国保へ届出をしましょう！

国保で
ホッ!

国保マスコットキャラクター
「ケンくん」 「コウくん」
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AEDの購入費用の補助について（2次募集）「森林経営管理制度」がスタートしました
　雲仙市の森林面積約10,400haは、本市の総面積21,431ha
のおよそ半数（内民有林面積約6,600ha、民有林内人工林面積
約4,500ha）を占め、戦後から高度経済成長期に植えられたス
ギ・ヒノキなどの人工林が大きく育ち木材として利用可能な
時期を迎えています。
　その一方で、木材価格の低迷、森林所有者の世代交代等によ
り、森林所有者の経営意欲の低下や担い手不足といった課題
に直面しています。
　人工林は、「植える、育てる、伐る、使う」という林業サイクル
を循環していくことが重要ですが、このサイクルが崩れると、
荒廃する森林が増え、水源涵養機能など森林の多面的機能の
低下が危惧されます。
　これらの問題を解決するため、「森林の経営管理が行われて
いない森林（人工林）」のうち、林業経営に適した森林は、市町
村が仲介役となり森林所有者と林業経営者をつなぎ、林業経
営に適さない森林は市町村が管理する森林経営管理制度（森
林経営管理法）が今年度からスタートしました。
　適切な森林の経営管理を行うことで、放置された森林が経
済として活用され地域の活性化につながる効果や、森林の多
面的機能が向上し土砂災害等の発生リスクが低減され、地域
住民の安全・安心につながる効果などが期待されます。
　今後は、この制度を活用して、森林の管理が必要な地域を選
定し、十数年に渡って森林所有者への意向調査及び間伐等を進
めていきますので、皆様のご協力をよろしくお願い致します。

雲仙市入札参加資格審査申請の定期受付について
　市が発注する「建設工事」および「建設コンサルタント等業務」
の入札・見積に参加を希望する方を対象に、入札参加資格審査申
請の定期受付を行っています。
申請区分
①建設工事　②建設コンサルタント等業務
受付期間
令和元年11月1日（金）～令和2年1月24日（金）
※土・日および祝日を除く午前9時～午後5時
※全ての区分で電子申請システムを活用した書面申請とします。
※詳しくは、市のホームページ「入札・契約情報」をご覧ください。
有効期間
①建設工事、②建設コンサルタント等業務
令和2年4月1日～令和3年3月31日（１年間）

問　契約検査課　☎0957-38-3111 問　市民安全課　☎0957-38-3111

問　農林課　☎0957-38-3111

﹇
広
告
﹈

広報うんぜん
令和 2年1月 24●

き

　市民の安全安心の向上を図るため、不特定多数の方が利用
する施設の設置者が自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置ま
たは更新する際の費用の一部を予算の範囲内で補助します。
　なお、申し込みが多数の場合は、①の優先順位により交付
決定します。

●事業内容
①対象施設（優先順位）　　　　　　　　　
（１）自治公民館　　　　　　　　　　　
（２）保育所・幼稚園・認定こども園　
（３）福祉施設　　　　　　　　　　　　　
（４）宿泊施設　　　　　　　　　　　　
（５）その他市長が認める施設　　　　　　　
②対象機器（補助対象限度額）
・ＡＥＤ本体（限度額20万円）
・パッド（限度額　大人用 5千円　子ども用 1万円）
・バッテリー（限度額2万円）
・屋外設置ボックス（限度額6万円）
③補助率
1／2（1施設につき各対象機器1回限り）
※リースは対象外です
④申請書類（申請書類は市民安全課又は各総合支所に備
えております）
（１）交付申請書
（２）設置場所の位置図
（３）見積書の写し（業者がわからない場合は、ご相談下さい）
（４）雲仙市税の未納がない証明書（税担当課に照会する
ことに同意書で可）
⑤交付条件
（１）施設の関係者にAEDの設置場所について周知するとと
もに、設置していることがわかるように表示を行うこと。
（２）ホームページ、広報紙等にAEDの所在を公表するこ
とに同意すること。
（３）AEDの使用方法等に関する講習会に積極的に参加すること。
（４）日常点検を実施し、消耗品の交換など適正な管理を行うこと。
（５）施設周辺で緊急時にAEDの使用が必要な時は、提供するこ
と。（ただし、パッドの交換などの費用は市が負担します。）
⑥申請期日
　1月31日（金）までに④の申請書類を市民安全課又は各
総合支所にご相談ください。その他不明な点は、お問合せ
ください。
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人
・
軍
属
・
準
軍
属
お
よ
び
遺

族
に
対
す
る
恩
給
、年
金
な
ら
び

に
特
別
弔
慰
金
、給
付
金
等
の
巡

回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日（
火
）　

午
後
１

時
〜
４
時

場
所　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

問　

長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

　

恩
給
援
護
班

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
２
９

■
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て「
ぴ

あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
！

発
達
障
害
児（
者
）、ひ
き
こ
も
り
、不

登
校
児
な
ど
の
ご
本
人
や
そ
の
家
族

が
互
い
の
悩
み
を
共
有
す
る
な
ど
、

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
参
加

者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

卓
球
他
12
種
目
／
５
月
23
日（
土
）〜

24
日（
日
）諫
早
市
、大
村
市
、長
与
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
／
５
月
９

日（
土
）大
村
市

テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／
５
月

16
日（
土
）長
崎
市

水
泳
／
５
月
16
日（
土
）佐
世
保
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
５
月
23
日（
土
）

〜
24
日（
日
）諫
早
市

申
込
締
切
２
月
28
日（
金
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
４
月
25
日（
土
）佐
世

保
市

申
込
締
切
３
月
23
日（
月
）

ゴ
ル
フ
／
４
月
１
日（
水
）長
崎
市

申
込
締
切
２
月
26
日（
水
）〜
３
月

18
日（
水
）

文
化
交
流
大
会

囲
碁
交
流
大
会
／
４
月
25
日（
土
）

長
崎
市
／
対
象　

ア
マ
チ
ュ
ア
愛

好
家（
15
歳
以
下
も
可
）

ふ
れ
あ
い
三
世
代
交
流
将
棋
大
会

／
５
月
10
日（
日
）長
崎
市
／
対
象

　

ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
家（
年
齢
制

限
な
し
）

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
／
5

月
24
日（
日
）長
崎
市
／
対
象　

ア

マ
チ
ュ
ア
愛
好
家

申
込
締
切
３
月
23
日（
月
）

生
き
が
い
作
品
展

と
き　

６
月

と
こ
ろ　
長
崎
県
美
術
館

部
門　
絵
画
、写
真
、書
、工
芸・彫
刻

申
込　

４
月
30
日（
木
）

問　
（
公
財
）長
崎
県
す
こ
や
か
長

寿
財
団

☎
０
９
５（
８
４
７
）５
２
１
２

■
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
職
員
採
用
試
験

職
種　
一
般
事
務

受
験
資
格

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日

一
次
試
験…

令
和
２
年
１
月
26
日

(

日)

、受
付
開
始
午
前
９
時
〜

試
験
会
場　
有
明
総
合
文
化
会
館

受
付
期
間　

12
月
９
日(

月)

〜
令
和

２
年
１
月
10
日(

金)（
郵
送
の
場
合
は

令
和
２
年
１
月
10
日
ま
で
の
消
印
有

効
）

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
写
真
を
貼
り
付
け
、

受
験
票
と
と
も
に
組
合
事
務
局
へ

提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※

詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shim

abara-
area.net/site/

）を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

応
募
・
問　

島
原
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
事
務
局

☎
０
９
５
７（
61
）９
１
０
０

■
第
２
回
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

日
時　

2
月
6
日（
木
）・
7
日

（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

乙
種
は
６
日
の
み

場
所　

大
村
消
防
署（
大
村
市
森

園
町
３
４
番
地
１
）

受
講
料　

４
，１
２
５
円

申
込
期
限　

１
月
27
日（
月
）

問　
諫
早
消
防
署
予
防
設
備
課

☎
０
９
５
７(

22)

０
１
１
９

﹇
広
告
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　求礼郡の智異山に位置する文殊寺は547年（百済聖王25年）に縁起祖師が創
建したと言われています。その後街で仏法を広めた元暁大師、義相法師を始めとする多くの高僧が文殊寺で修行しま
した。
　高僧である清虚堂僧侶の若い時の修行場でもあり、当時のある故事が伝えられています。清虚堂が仏法を悟るため
に精進している時に、ある老僧が訪ねてきて共に修行することを求めました。最初は食糧が不足し、断ったが老僧が
とても切実でしたので、一緒に修行することになりました。修行に
専念したある日、老僧は杖を前山に飛ばして黄金の竜を作り、その
竜に乗って霧の中に消えていったという話です。以後、文殊寺は悟
りを得て成仏する修行場として広く知られるようになりました。文
禄、慶長の役(1592)に、一部が破壊され、1950年の朝鮮戦争で全焼
しましたが、その後1988年に大雄殿の跡地に今の古今堂禅院を建
設しました。さらに進入道路が完成し、文殊殿、三聖閣などを建設、
石垣を積んで三重の法堂である大雄殿を建設し今に至っています。

　雲仙市の皆さん、アンニョンハセヨ！セヘ・ボク・マニバドゥセヨ（あけ
ましておめでとうございます。）
11月19日、千々石町公民館で文化講座「韓国香辛料あれこれ」を行いまし
た。コチュジャン・テンジャンをはじめ韓国の様々な調味料や香辛料を紹
介し、さきいかの甘辛和え、たくさんの和えものなど韓国の定番のおかず
を作りました。お弁当のおかずとしても活用できるので、ぜひ作ってみてください。
韓国では小学校から高校まで給食なので、遠足などイベント以外はほとんど弁当を食べる機会はあり
ません。遠足は基本的には「キムパ（ごま油や塩で味付けしたご飯にハム・卵焼き・ごぼうの煮つけ・た
くあんなどを入れた、日本の太巻きと似ている食べ物）」がメインです。会社でも食堂がない場合は外
で食べるか、コンビニなどで買って食べる人の割合が多く、最近手作りお弁当は少なくなっています。

姉妹都市
 韓国求礼

郡から、
ク レ グ

ン

アンニョンハセ
ヨ姉妹都市

 韓国求礼
郡から、

ク レ グ
ン

アンニョンハセ
ヨ 求礼郡の文殊寺

チェさんの活動日記

韓国のおかず

韓国調味料の紹介

﹇
広
告
﹈
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材料：たくあん(１/２本)、★カットネギ(大１)、
　　  唐辛子の粉(小0.5)、ごま油(小１)、ゴマ(小1)
①たくあんは水で洗う。その後、手でギュッと水気を取ります。
②食べやすいサイズにカットします。
③ボウルにたくあんと★を全部入れて混ぜます。
④味見をして唐辛子の粉やごま油などを好みで追加します。

雲仙市では、雲仙市出身者や市外在住で雲仙市を応援したいという方
を対象に、ふるさと納税に取り組んでいます。お預かりしました寄附
金は、子育て支援や農水産業振興など、寄附者の意向に沿った事業に
活用させていただきます。市外にお住まいの親戚の方やご友人の皆様
に、雲仙市ふるさと納税のご紹介をお願いします。
パンフレットやチラシが必要な場合は政策企画課へご連絡ください。

ムンスサ ヨンギ

チョンホダン

テウンジョン

ムンスジョン サムソンガク

ワォンヒョ ウィサン

雲仙市ふるさと納税のPRにご協力ください

問　政策企画課　☎0957-38-3111

ム ン ス サ



人のうごき（11月末）

●雲仙市の人口割合（11月末）

■人　口：43,389人（前月比－29人）
　　男性：20,523人　女性：22,866人
■世帯数：17,396世帯（前月比+2世帯）

0 50,00040,00030,00020,00010,000

10～20代
7,121人

【住民基本台帳月報】

30～40代
8,867人

10歳未満
3,247人

70～80代
9,735人

90代～
1,342人

50～60代
13,077人

﹇
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▼先月号の農林課幸田龍星さんの「3年間で学んだ森の恵み」
について思うところを書きます。▼農林課林務班で３年間真
摯に取り組んできたことを感じさせる文章で、これからも今
迄と同様に、初心を忘れずに精進してくれることを期待して
います。▼林業については、私自身、特に力を入れていきたい
分野の一つです。今年、縁あって奈良県吉野村の岡橋清隆さ
んから森林整備の現場を見せてもらう機会を得ました。島原
半島とは地形、地質、気候、森の木の種類など違いは有ります
が、その山の美しさ（まさに河瀬直美監督の映像の世界でし
た）、森林整備に対する思いや信念、手法など学ぶべき所は多
いと感じました。また、山の世界の仕事に関心を寄せる若い
世代・女性が増えてきたことを身をもって感じています。森
林整備は、雇用創出力の高い仕事のひとつです。全力で積極
的に取り組んでください。▼もう一つ、幸田さんの文章を一
読して最初に頭に浮かんだのは「倒木更新」という言葉です。
倒れた古木を礎にして新たな世代の木が育つことで、よく世
代交代の例えに使われます。▼私も最初、長崎県議会議員選
挙に立候補した際、胸中に有ったのは、当時（平成19年）様々
な行政の意思決定のしくみが制度疲労を起こし、社会の中で
守るべき事、変えるべき事を明確にし、優先順位を付けなけ
れば時代の変化に適確に対応できないのではないかという
強い危機感でした。最近、その時の思いに原点回帰すること
がよく有ります。職員の皆さんも、自分の可能性に自分でフ
タをしないように、変化を恐れず果敢に挑戦する気持ちを忘
れないでください。あなたたち若い世代に市民の皆様も大き
な期待を寄せています。

雲仙市長　金澤　秀三郎

変化を恐れず果敢に挑戦を

市長のコラム 愛野総合支所で日曜窓口一部開設中 !
愛の夢未来センター内の愛野総合支所にて3業務のみ窓口を開設しております。
窓口に来られる人の本人確認が必要ですので、免許証や保険証などの書類
を持参してください。
☆開設日時
毎週日曜日（年末年始を除く）　午前8時30分～正午
☆取扱業務
住民票謄抄本発行、印鑑証明発行（即日登録含む）、戸籍謄抄本発行の3業務
☆手数料
住民票・印鑑証明・印鑑登録は、１件300円。（印鑑登録証再交付500円）
戸籍謄抄本は、１件450円。
☆注意事項
○住民票（除票の発行、住民異動届はできません。）
申し出がない場合は世帯主・続柄・本籍筆頭者・住民票コード・マイナンバー
の記載を省略して発行します。（必要に応じて記載事項を追加できます。）
ただし、委任状により本人や世帯員以外の人が住民票コード・マイナン
バーの記載を希望された場合は、当日の窓口交付ができません。
○印鑑証明（必ず印鑑登録証を持参してください。）
印鑑登録をしていない人や印鑑登録証を紛失した人は、本人の写真付き身
分証明書と登録印鑑を持参してください。
写真付き身分証明書がない場合でも、雲仙市に印鑑登録している人が実印
を押印して保証人となった場合は、即日登録ができますので、保証人とと
もにご来庁ください。
代理人による印鑑登録申請は受付できません。
○戸籍　（現在戸籍謄抄本のみの発行です。）
相続戸籍などの改製原戸籍や除籍謄本、戸籍の附票については発行できません。

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

お詫びと訂正
広報うんぜん10月号のP12・13に掲載した記事の中で再度誤
りがありましたので、訂正しお詫びします。

１．職員の給与の状況
　 （６）職員手当の状況　
　 期末手当、勤勉手当 
　 （正）6月分、12月分 （誤）6期分、12期分
　 時間外勤務手当　　　 

２．職員の任免および職員数に関する状況
　 （１）表題 （正）採用・退職 （誤）人件費の状況（普通会計決算）
　 （２）平成30年度中に実施した職員採用試験の状況
　　　　　  （正）H31.4.1採用者数　（誤）H30.4.1採用者数
７．職員の研修の状況
　  研修種類・受講者数　長崎県市町職員研修センター開催分
　　　　　  （正）160人　（誤）180人

（俸給月額＋月額支給特殊勤務手当）×12×（支給割合）
1週間当たりの勤務時間×52－（7.75×18）（正）

（俸給月額＋月額支給特殊勤務手当）×12×（支給割合）

※市のホームページに、P12・13の修正版を掲載しています。

1週間当たりの勤務時間×52－（7.75×18）（誤）
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雲仙市美術展覧会に行こう！
初日はオープニングセレモニーも開催♪

U n z e n  E v e n t  i n f o r m a t i o n

＜第14回雲仙市美術展覧会＞
【期日】　2月13日（木）～2月16日（日） 4日間　
　　　　午前10時～午後6時
　　　　※13日（木）午前10時～オープニングセレモニー、
　　　　　実行委員による作品解説があります。
【場所】　愛の夢未来センター（愛野小学校よこ）

日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・デザインの７部門の作品を展示。
県展入賞作品も多数！地域の芸術家の皆さんによる力作の数々をぜ
ひご鑑賞下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問　生涯学習課　☎0957-37-3113

【日時】　1月31日（金）～2月2日（日）
　　　　午前9時～午後5時
【場所】　吾妻町ふるさと会館　研修室１
【内容】　市内小・中学校児童生徒の図工美術展
※入場料無料　問 愛野中学校　☎0957-36-2116

◇講師◇　北海道介護福祉道場　あかい花　代表　菊地 雅洋氏
【日時】　1月11日（土）　午前10時～11時30分
【場所】　愛の夢未来センター　大ホール
医療・介護・福祉の現状を知り、最後の瞬間まで、安心して暮らしていくために、私たち
に何が求められるかを考えてみませんか！（入場無料、雲仙市版「わたしの人生ノー
ト」を配布。）

問　福祉課　☎0957-36-2500

情報雲仙市イベント

令和元年度　雲仙市在宅医療・介護連携推進事業

第４回雲仙市小・中学校図工美術展開催！

児童生徒の図工美術展作品を
展示します。
ご来場をお待ちしています。

『住み慣れたまちで人生の最後まで安心して暮らしていくために
～終活の視点を含めて考える』

講　演　会

「市民記者」を大募集！
　「広報うんぜん」では、「市民の皆さんに親しみある広報紙」となるよう、本年度から年４回「市民
記者」を募集します。あなたも「広報うんぜん」の記者となり、雲仙市の魅力を伝えてみませんか？
たくさんのご応募をお待ちしています。
募集内容　3月号のテーマは「健康づくり」です。テーマに沿った特集記事を作成していただく
　　　　　「市民記者」を募集します。
応募資格　市内在住、在勤、在学の方
応募方法　市のホームページからダウンロードした「市民記者応募申込書」に必要事項を記入の上、
　　　　　 秘書広報課まで郵送または持参または秘書広報課アドレスkoho@city.unzen.lg.jp
　　　　　まで電子メールで送付してください。
応募締切　1月20日（月）必着です。
その他　　市民記者で採用された場合、15,000円分のQUOカードを贈呈いたします。
「表紙写真」も随時募集しています。応募規定など詳しくは市のホームページ記載の募集要項をご覧ください。

問　秘書広報課　☎0957-38-3111

昨年の様子

菊地 雅洋氏


